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1.はじめに 

 

1.1 使用される記号 

 

このﾕｰｻﾞｰﾏﾆｭｱﾙでは､下記の記号によってﾕｰｻﾞｰに注意喚起を行っています｡ 
 

ﾋﾝﾄ 
より簡単に､またはより便利に手順を実行するための提案やｱﾄﾞﾊﾞｲｽをﾕｰｻﾞｰに提供する 

 

注 

設定や組付けに特に注意を要するﾎﾟｲﾝﾄ｡ 
 

環境保護 

有害物質を使用する場合､および製品や材料をﾘｻｲｸﾙする場合に従わなければならないｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ｡ 
 

注意事項 

安全に関する指示に従わない場合､軽傷または中程度の傷害を負ったり､製品や環境に損害を与えたりする可能性のある危険な状況を示し
ます｡ 
 

警告 

安全に関する指示に従わない場合､重大な人身事故や死亡事故､製品や環境への重大な損害につながる可能性がある危険な状況を示しま
す｡ 
 

危険 

安全に関する指示に従わないと､重大な人身事故または死亡事故につながる危険な状況を示します｡ 
 

1.2 略語 

 

略語 詳細 

O.L.D. ｵｰﾊﾞｰﾛｯｸﾅｯﾄ寸法 

ﾊﾌﾞの距離はｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟの外側から測定｡ 

ITS 内部ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ 

ITSﾊﾞｰｼﾞｮﾝのﾊﾌﾞとｽﾙｰｱｸｽﾙでは､ﾌﾚｰﾑはﾘｱﾌﾞﾚｰｷ側に専用のｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ｲﾝｻｰﾄを装着しなければなら

ない｡ﾊﾌﾞは､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ｲﾝｻｰﾄ内のｽﾙｰ･ｱｸｽﾙを介してﾄﾙｸを支える｡ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ｲﾝｻｰﾄはﾒｰｶｰが提供し

なければならない｡ 

ETS 外部ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ 

ETSﾊﾞｰｼﾞｮﾝのﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞとｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙでは､ﾄﾙｸはｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾄﾙｸ･ｻﾎﾟｰﾄを介してﾌﾚｰﾑに伝

達される｡ 
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1.3 使用目的 

 

この製品は､ﾛｰﾄﾞﾊﾞｲｸやｸﾞﾗﾍﾞﾙﾊﾞｲｸ､ﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸに組み込めるﾜｲﾔﾚｽ変速可能な 2速ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞである｡ 

本製品は自転車にのみ使用できます｡ 

 



 
                         

 

この製品は適合するﾁｪｰﾝと組み合わせてください｡最適な変速性能を得るためには､以下のﾁｪｰﾝを推奨します: 

•  

•  

•  

11段変速ｶｾｯﾄ用ﾁｪｰﾝ:ｼﾏﾉ CN-HG601-11､CN-HG701-11､CN-HG901-11､KMC X11､DLC11  

12段変速ｶｾｯﾄ用ﾁｪｰﾝ:ｼﾏﾉ CN-M8100-12､CN-M7100-12､SRAM CN-FRC-D1､KMC X12､DLC12  

13段変速ｶｾｯﾄ用ﾁｪｰﾝ:ｶﾝﾊﾟﾆｮｰﾛ C13 

 

•  
 

•  

•  

•  

•  

•  

•  

•  

• その他のﾁｪｰﾝは､変速性能に悪影響を及ぼす可能性があります｡ 

 
• 先端近くに配線用の穴があるﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰと組み合わせる｡ 

例ﾌﾟﾛ･ﾊﾞｲﾌﾞ･ｱﾛｲとﾌﾟﾛ･ﾊﾞｲﾌﾞ･ｶｰﾎﾞﾝ 

• 外径 22.2mmのﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰとの組み合わせ 

• ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸ付き 

• 後輪の取り付け幅が 142mmまたは 148mm のﾌﾚｰﾑ且つﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄおよびﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ 

• 周囲温度(使用時):-15 °C~+50 °C 

• ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ｽｲｯﾁとの互換性 

• 内部ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄを装備したﾌﾚｰﾑ､または外部ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ(特定のﾌﾚｰﾑ用に承認されたもの)を使用したﾌﾚｰﾑ｡ 

 
警告 

142mm ﾊﾌﾞの条件: 

 

 

 

 

すべての用途で 40T 以上のﾌﾛﾝﾄﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞ 
 電動ｱｼｽﾄ自転車用最大 11-34T ｶｾｯﾄ  
電動ｱｼｽﾄ自転車以外用最大 11-40T ｶｾｯﾄ  
最大 70Nmのﾐｯﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞﾓｰﾀｰ 

警告 

148mmﾊﾌﾞの条件: 

•  

•  

•  

ﾌﾛﾝﾄ･ﾁｪｰﾝ･ﾌﾟﾚｰﾄ(30T以上)  

すべての用途に使用可能 最大 11-40T ｶｾｯﾄ 
電動ﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸには使用できません 

1.4 使用禁止 

 

本取扱説明書､安全表示､その他製品に添付されている安全文書に記載されている目的以外での使用は禁止されています｡ 

製品の改造は､その安全性と保証に影響を及ぼします! 

使用目的に記載の組み合わせ以外で本製品を使用することを禁止します｡ 

配線のためにﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰに穴を開けることは禁止されています｡これは保証を無効にし､怪我や死亡の原因になることがあります｡ﾒﾝ

ﾃﾅﾝｽ･ﾏﾆｭｱﾙに記載されていない目的で､ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙやﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞを分解することは禁止されています｡ 

Classified Cyclingが承認していない部品を製品に取り付けることは禁止されています｡ 

これには以下が含まれます｡ 

•  

•  

•  

•  

• 本製品の正常な動作を妨げる使用方法｡ 

• 使用者や他の人の安全を脅かす使用方法｡ 

• 本製品の寿命を縮める使用方法｡ 

• CE への適合を無効にする使用方法｡ 
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1.5 ｼﾘｱﾙ番号 

 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄにはｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰが記されています｡また､ﾊﾝﾄﾞﾙ･ﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄとﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞには QR ｺｰﾄﾞが表示されています｡ 

登録するには､登録ｶｰﾄﾞの QRｺｰﾄﾞをｽｷｬﾝしてください｡ 

                    

 

図 1:ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄ･ﾗﾍﾞﾙ 

 

図 2:ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄ･ﾗﾍﾞﾙ 

 

図 3:ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾗﾍﾞﾙ 
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図 4:ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞのﾗﾍﾞﾙ 

 

指 定 
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2.安全性 

 

2.1 安全上の注意 

 

注意 

製品を使用する前に取扱説明書をお読みください!この取扱説明書は大切に保管してください｡また､付属品や工具も大切に保管してください｡ 
 

警告 

Classified Powershift ﾊﾌﾞは絶対に開けたり分解したりしないでください｡Classified Powershift ﾊﾌﾞが破損し､重傷を負う可能性があります｡また､
保証は無効になります｡ 
 

警告 

使用目的および禁止事項だけでなく､ﾒﾝﾃﾅﾝｽ要件も遵守しなければなりません｡これを守らないと､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞやﾁｪｰﾝが破
損する恐れがあります｡これは重大な怪我を引き起こす可能性があります｡ 
 

警告 

Classified Powershiftﾊﾌﾞは雨天時の走行に耐えることができます｡ただし､Classified Powershift ﾊﾌﾞを水没させたり､高圧洗浄機で洗浄したり
しないでください｡ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞが破損し､重大な人身事故につながる恐れがあります｡ 
 

2.2 危険物 

 

製品に含まれている危険物 

 

 

 

• 交換可能なﾎﾞﾀﾝ電池 CR1632(ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄのみ) 

• 容量 320 MH の充電式ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ･ﾊﾞｯﾃﾘｰ(ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙ内)  

• 容量 40 MH の充電式ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ･ﾊﾞｯﾃﾘｰ(ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄ内) 

ﾁｪｰﾝの潤滑､ひいてはｶｾｯﾄの間接的な潤滑に使用される潤滑油は､法令に従って使用してください｡ 

また潤滑油の安全や処理に関する指示をよくお読みください｡ 
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3.製品説明 

3.1  ITS と ETS 

それぞれのｲﾝﾀｰﾅﾙ･ﾊﾌﾞ･ｷﾞｱについて､ﾄﾙｸをﾌﾚｰﾑで支える必要があります｡ 

142mm ﾊﾌﾞには､ITS と ETS の 2 つの方法があります｡148mm ﾊﾌﾞは ETSとの組み合わせのみ可能｡ 

 

ITS(内部ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ) 

ITSﾊﾞｰｼﾞｮﾝのﾊﾌﾞとｽﾙｰｱｸｽﾙでは､ﾌﾚｰﾑはﾘｱﾌﾞﾚｰｷ側に専用のｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞｲﾝｻｰﾄを装着しなければなりません｡ 

ﾊﾌﾞは､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ｲﾝｻｰﾄのｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙを介してﾄﾙｸをｻﾎﾟー ﾄします｡ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞｲﾝｻｰﾄはﾒｰｶｰより提供されます｡ 

 

ETS(外部ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ) 

ETSﾊﾞｰｼﾞｮﾝのﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞとｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙでは､ﾄﾙｸはｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾄﾙｸ･ｻﾎﾟｰﾄを介してﾌﾚｰﾑに伝達されます｡ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄは､ﾌﾚｰ

ﾑﾀｲﾌﾟとﾌﾞﾚｰｷﾀｲﾌﾟに応じて選択する必要があります｡ 

以下ﾍﾟｰｼﾞも参照ください｡ 

ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑの正しいﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄの選択と取り付け(21ﾍﾟｰｼﾞ) 

ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑに適したﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄの選択と取り付け(25ﾍﾟｰｼﾞ) 

 

3.2 各部名称 

 

図 5:部品 
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 部品名 番号 内容 説明 

1 ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 1.1 ﾜｲﾔﾚｽﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾕﾆｯﾄ 

ﾜｲﾔﾚｽﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄは､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰの左側に取り

付けられます｡ 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞに対応したｼﾌﾀｰまたは付属のｻﾃﾗｲﾄﾎﾞﾀﾝで操作

します｡ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄはﾊﾞｯﾃﾘｰで駆動します｡ 

1.2 ﾜｲﾔﾚｽﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾕﾆｯﾄ 

ﾜｲﾔﾚｽ･ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄは､右ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰの左側

または右側に取り付けることができます｡ﾓｼﾞｭｰﾙは内蔵ﾊﾞｯﾃ

ﾘｰで駆動し､専用ｺﾈｸﾀｰで充電します｡ 

2 ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙ 2.1 - ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙは､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄからの信号でﾜｲﾔﾚｽｼﾌﾄ

を受信して､ﾊﾌﾞを起動します｡ 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞへの非接触型ｴﾈﾙｷﾞｰ伝送機構搭載｡ｽﾏｰﾄ･ｽ

ﾙｰ･ｱｸｽﾙには充電式ﾊﾞｯﾃﾘｰが搭載｡ｱｸｽﾙ径は 12mm｡どん

なﾌﾚｰﾑにも完璧にﾌｨｯﾄするよう､ｽﾍﾟｰｻｰ付属｡またﾌﾚｰﾑのﾄﾞ

ﾛｯﾌﾟｱｳﾄに適合するよう､さまざまなﾈｼﾞが用意されています｡

ｽﾚｯﾄﾞｴﾝﾄﾞ付属､様々なｽﾚｯﾄﾞｻｲｽﾞと長さがあります｡ 

3 ﾌﾞﾚｰｷ側ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ 3.1 ｲﾝﾀｰﾅﾙﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ(ITS) このｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟは Powershiftのﾊﾌﾞを密閉し､ﾌﾚｰﾑ内側との

ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽとなっています｡ 

3.2 ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ(ETS) このｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟはﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞと 

はﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄのﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄを提供します｡ 

3.3 ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ 

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ 

このｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟは Powershift ﾊﾌﾞを密閉し､ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄﾄﾙｸｻ

ﾎﾟｰﾄを提供します｡ 

4 ﾊﾌﾞｼｪﾙﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 4.1 - ﾊﾌﾞｼｪﾙ･ﾛｯｸ･ﾘﾝｸﾞはﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞとﾊﾌﾞｼｪﾙを固定します｡ 

5 ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 5.1 - ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸﾛｰﾀｰ(ｾﾝﾀｰﾛｯｸ)をｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾌﾞｼｪﾙに固定す

るﾘﾝｸﾞ｡ 

6 ﾊﾌﾞｼｪﾙ 6.1 ﾊﾌﾞｼｪﾙ 142 ﾊﾌﾞｼｪﾙはｽﾎﾟｰｸによってﾘﾑに取り付けられています｡ 

複数のﾘﾑにｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾌﾞｼｪﾙを装着すれば､ｴﾝﾄﾞ幅 142 
mmｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞ 1台と組み合わせて､ｻｲｽﾞの異な

るﾎｲｰﾙでも使用することができます｡ 
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 部品名 番号 内容 説明 

  6.2 ﾊﾌﾞｼｪﾙ 148 ﾊﾌﾞｼｪﾙはｽﾎﾟｰｸによってﾘﾑに取り付けられています｡ 

複数のﾘﾑにｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾌﾞｼｪﾙを装着すれば､ｴﾝﾄﾞ幅 148mm ｸ

ﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞ 1台と組み合わせて､ｻｲｽﾞの異なるﾎｲｰﾙ

でも使用することができます｡ 

7 ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 7.1 ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 142 

ｶｾｯﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 142ｶｾｯﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽは､変速機構を内蔵し､電子

制御されています｡このﾊﾌﾞはｴﾝﾄﾞ幅 142 mm､ｽﾙｰｱｸｽﾙ 12 mm

用です｡このﾊﾌﾞにはﾊﾞｯﾃﾘｰが内蔵されておらず､変速ﾊﾟﾜｰはｽ

ﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙから供給されます｡このﾊﾌﾞはｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ｶｾｯﾄに

のみ使用可能です｡ 

7.2 ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 142 

 9 ｽﾌﾟﾗｲﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞ 142 9ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

このﾊﾌﾞは､外径 142 mm､ｽﾙｰｱｸｽﾙ 12 mmのﾊﾌﾞ専用に設計さ

れています｡このﾊﾌﾞにはﾊﾞｯﾃﾘｰが内蔵されておらず､変速ﾊﾟﾜｰ

はｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙから供給されます｡このﾊﾌﾞは､標準的な 9 ｽﾌﾟﾗ

ｲﾝ･ﾍﾞﾙﾄ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ､またはｻｰﾄﾞﾊﾟｰﾃｨ製のﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞと組み合わ

せて使用することができます｡ 

注 

このｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに標準ｶｾｯﾄを装着することはできません｡ 

7.3 ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 148 

ｶｾｯﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞ 148 ｶｾｯﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽは､変速機構を内蔵し､電

子制御されています｡このﾊﾌﾞはｴﾝﾄﾞ幅 148mm､ｽﾙｰｱｸｽﾙ

12mm のﾊﾌﾞ用です｡このﾊﾌﾞにはﾊﾞｯﾃﾘｰが内蔵されておらず､

変速ﾊﾟﾜｰはｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙから供給されます｡このﾊﾌﾞはｸﾗｼ

ﾌｧｲﾄﾞ･ｶｾｯﾄにのみ使用可能です｡ 

7.4 ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 148  

9 ｽﾌﾟﾗｲﾝｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞ 148 9 ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ 

このﾊﾌﾞは､ｴﾝﾄﾞ幅148 mm､ｽﾙｰｱｸｽﾙ12 mmのﾊﾌﾞ専用に設計

されています｡このﾊﾌﾞにはﾊﾞｯﾃﾘｰが内蔵されておらず､変速ﾊﾟ

ﾜｰはｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙから供給されます｡このﾊﾌﾞは､標準的な 9 ｽ

ﾌﾟﾗｲﾝ･ﾍﾞﾙﾄ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ､またはｻｰﾄﾞﾊﾟｰﾃｨ製のﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞと組み

合わせて使用することができます｡ 

注 

このｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに標準ｶｾｯﾄを装着することはできません! 
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 部品名 番号 内容 説明 

8 ｾﾝﾀｰﾜｯｼｬｰ 8.1 ｶｾｯﾄｾﾝﾀｰ 

ﾜｯｼｬ 

このｾﾝﾀｰﾜｯｼｬｰにより､ｶｾｯﾄとﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞがｼｰﾑﾚｽに接続さ

れます｡ 

8.2 9 ｽﾌﾟﾗｲﾝｽﾍﾟｰｻｰｷｯﾄ 9ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｽﾍﾟｰｻｰ･ｷｯﾄは､9 ｽﾌﾟﾗｲﾝを確実に固定します｡ 

ｽﾌﾟﾛｹｯﾄは Powershiftﾊﾌﾞにｼｰﾑﾚｽに接続します｡ｽﾍﾟｰｻｰｷｯﾄ

には､最適なﾍﾞﾙﾄ/ﾁｪｰﾝﾗｲﾝを実現するための様々な厚さのｽ

ﾍﾟｰｻｰが含まれています｡ 

9 ｶｾｯﾄ/9ｽﾌﾟﾗｲﾝｽﾌﾟﾛｹｯﾄ 9.1 ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ｶｾｯﾄ ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞｶｾｯﾄは 

ｶｾｯﾄ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽを備えたﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞです｡様々なｶｾｯﾄが利

用可能です｡ 

9.2 9ｽﾌﾟﾗｲﾝｽﾌﾟﾛｹｯﾄ 9ｽﾌﾟﾗｲﾝｽﾌﾟﾛｹｯﾄはﾊﾟﾜｰｼﾌﾄに装着されます｡ 

9 ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽのﾊﾌﾞ｡様々な 9 ｽﾌﾟﾗｲﾝｽﾌﾟﾛｹｯﾄが利用

可能です｡ 

10 ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 10.1 ｶｾｯﾄﾛｯｸﾘﾝｸﾞ ｶｾｯﾄﾛｯｸﾘﾝｸﾞはｶｾｯﾄ固定用ﾘﾝｸﾞです｡ 

ｶﾗｰ:ﾌﾞﾗｯｸ 

10.2 9 ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ･ﾛｯｸ 

ﾘﾝｸﾞ 

9-ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ･ﾛｯｸ･ﾘﾝｸﾞは､9-ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ･ﾛｯｸ･

ﾘﾝｸﾞに 9-ｽﾌﾟﾗｲﾝ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ･ﾛｯｸ･ﾘﾝｸﾞを取り付けるために使用

します｡ 

ｶﾗｰ:ｼﾙﾊﾞｰ 
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4.動作原理 

 

4.1 ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞについて 

 

互換性のあるｼﾌﾀｰまたはｻﾃﾗｲﾄﾎﾞﾀﾝを介して､変速ｺﾏﾝﾄﾞがﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄから送信されます｡ 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄは､Bluetoothを使用して変速ｺﾏﾝﾄﾞをｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙにﾜｲﾔﾚｽで送信します｡ 

ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙは､変速に必要なﾊﾟﾜｰと変速ｺﾏﾝﾄﾞをﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞに伝達します｡ 

その結果､変速がﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞの内部で行われます｡ 

ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙが 20 分間動かなかったり､ｼﾌﾄ･ｺﾏﾝﾄﾞを受信しなかったりするとｽﾘｰﾌﾟ･ﾓｰﾄﾞになります｡ 

ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙがｽﾘｰﾌﾟ･ﾓｰﾄﾞになっているときにﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄが変速ｺﾏﾝﾄﾞを送信すると､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙがｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞから復帰す

るまで最大 5秒かかります｡ 

ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞが解除されると､再び Powershiftﾊﾌﾞで変速を開始できます｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙがｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞでない限り､変速ｺﾏﾝﾄﾞが送信されると直ちに変速が行われます｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙは､ANT+を使用して､現在のｷﾞｱ比とﾊﾞｯﾃﾘｰ状態を GPSｻｲｸﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰ(別売)に送信します｡ 

詳細については､お使いのｻｲｸﾙｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰのﾊﾝﾄﾞﾌﾞｯｸを参照してください｡ 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞは 2段変速です: 

•  
 

•  

• ｶｾｯﾄのｽﾋﾟｰﾄﾞとﾎｲｰﾙのｽﾋﾟｰﾄﾞが等しい 1:1の比率｡これは 2X のﾌﾛﾝﾄｱｳﾀｰﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞにｼﾌﾄされている状態と同様です｡ 

• 0.686のﾚｼｵ(減速比)で､ﾎｲｰﾙのｽﾋﾟｰﾄﾞがｶｾｯﾄのｽﾋﾟｰﾄﾞより低い｡これは伝統的な 2Xのﾌﾛﾝﾄｲﾝﾅｰﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞにｼﾌﾄされてい

る状態と同様です｡例 50 x 0.68 = 34. 

1:1から減速比にｼﾌﾄするのは､従来の 2x のﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞを大から小にｼﾌﾄすることと同様です｡ 

 

ﾌﾛﾝﾄﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞ ﾊﾞｰﾁｬﾙｽﾓｰﾙﾌﾛﾝﾄﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞ* 

60 41 

58 40 

56 38 

54 37 

52 36 

50 34 

48 33 

46 32 

44 30 

42 29 

40 27 

38 26 

36 25 
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ﾌﾛﾝﾄﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞ ﾊﾞｰﾁｬﾙｽﾓｰﾙﾌﾛﾝﾄﾁｪｰﾝﾘﾝｸﾞ* 

34 23 

32 22 

30 21 

*:これらの値は四捨五入されています｡ 
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5.構成 

 

5.1 適切なｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙの選択と準備 

 

まず､ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞが自転車に正しく取り付けられるかどうかを確認してください｡ 

5ﾍﾟｰｼﾞの｢使用目的｣を参照してください｡専用工具が必要です: 

•  

•  

•  

•  

•  

•  

• ﾃﾞｨｰﾗｰﾂｰﾙｷｯﾄ 

• 分類ﾌﾚｰﾑﾂｰﾙ 

• 3mm ｿｹｯﾄﾚﾝﾁ 

• 内径 19.5mm 以上のｶｾｯﾄﾛｯｸﾘﾝｸﾞ工具 

• ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸﾛｯｸﾘﾝｸﾞﾂｰﾙ 

• ﾄﾙｸｽ T5 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ(ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄに付属) 

 
注 

必要な工具をお持ちでない場合は､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾃﾞｨｰﾗｰから入手されることをお勧めします｡ 
特に断りのない限り､この手順のすべてのｽﾃｯﾌﾟを完了する必要があります 

 

1.ﾊﾌﾞの使用可能ｴﾝﾄﾞ幅(O.L.D)を測定します｡ 

•  

•  

測定されたｴﾝﾄﾞ内幅は 142mm ですか? 

次のｽﾃｯﾌﾟに進んでください｡ 

測定されたｴﾝﾄﾞ内幅は 148 mmですか?ｽﾃｯﾌﾟ 3に進んでください｡  
2.ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄのﾌﾚｰﾑへの取り付け方を確認する｡ 

 

•  
 

•  

 

ﾌﾚｰﾑ Aは ITS(ｲﾝﾀｰﾅﾙﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ)用に設計されています｡ 

ｽﾙｰｱｸｽﾙとﾌﾞﾚｰｷ側のｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟがﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄとして使用されます｡ 

ｽﾃｯﾌﾟ 11へ進んでください｡ 

 
ﾌﾚｰﾑ Bの場合､ETS(外部ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ)をﾌﾞﾚｰｷ側に取り付けます｡｡ 

次のｽﾃｯﾌﾟに進んでください｡ 

3.ﾌﾞﾚｰｷ側のﾌﾚｰﾑﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄの外側が円錐形になっているか確認する｡ 

•  

•  

円錐形であれば次のｽﾃｯﾌﾟに進む｡円錐形でない場合は､ｽﾃｯﾌﾟ 5に進む｡ 
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4.ｺﾆｶﾙﾘﾝｸﾞ(1)をﾌﾚｰﾑに取り付けます｡



 
 

5.ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾌﾚｰﾑﾂｰﾙ (2) をﾌﾞﾚｰｷ側のﾌﾚｰﾑﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄ (3) に完全に差し込みます｡ 

 

6.ｲﾝﾅｰﾌﾚｰﾑのﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄの内側に一致するﾏｰｷﾝｸﾞに基づいて､ｽﾙｰｱｸｽﾙを選択します｡ 

この図では､A と B の間の距離は 142mm用です｡ 

 

•  

 

 

142の場合 A, B, C, D 148:C､D､E､F 

7.ﾌﾚｰﾑ･ﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄの表面が選択したｽﾙｰｱｸｽﾙﾏｰｷﾝｸﾞに合うまで､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾌﾚｰﾑ･ﾂｰﾙを左にｽﾗｲﾄﾞさせます｡ 

この図では､Bから 142mmの位置に合わせます｡ 

 

8.ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾌﾚｰﾑﾂｰﾙを 360°回転させます｡ 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾌﾚｰﾑﾂｰﾙが回転し続けられない場合は､自由に回転できるようになるまで左にｽﾗｲﾄﾞさせます｡ 

ここでｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾌﾚｰﾑﾂｰﾙを見て､ﾌﾚｰﾑのﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄの新しい位置を確認する｡ 

例えば､Bの代わりに C 等｡ 
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9.ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾌﾚｰﾑﾂｰﾙとﾌﾚｰﾑの間にｽﾍﾟｰｽが残っているか確認します｡   

 

 
分類ﾌﾚｰﾑﾂｰﾙとﾌﾚｰﾑの間にｽﾍﾟｰｽが残っていない場合は､ｽﾃｯﾌﾟ 11に進む｡ 

分類ﾌﾚｰﾑﾂｰﾙとﾌﾚｰﾑの間にｽﾍﾟｰｽが残っている場合は､次のｽﾃｯﾌﾟに進みます｡ 

 
 
 

10.ｽﾍﾟｰｽが埋まるまでｽﾍﾟｰｻｰを追加する｡ 

 

11.ねじ端の正しいﾋﾟｯﾁを決定する｡ 

•  

•  

•  

自転車ﾒｰｶｰのｳｪﾌﾞｻｲﾄを参照してください｡ 

前のｽﾙｰｱｸｽﾙのﾏｰｷﾝｸﾞを確認してください｡ 

例M12 x P1.5｡前のｽﾙｰｱｸｽﾙのﾈｼﾞ山の長さと､このﾈｼﾞ山の端を比較してください｡ 
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慎重にｽﾙｰｱｸｽﾙをﾌﾚｰﾑにねじ込み､ねじ山のﾋﾟｯﾁが正しいかどうかを確認します｡ 

ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾈｼﾞをもう一度緩めます｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを元のｱｸｽﾙの横に置き､ﾈｼﾞ山の長さを確認します｡ 

長さが完全に一致しない場合は少し長いものを選んでください｡ 

 

14.ｽﾙｰｱｸｽﾙにｽﾍﾟｰｻｰをさします｡金属製のｽﾍﾟｰｻｰ (6) を追加する必要がある場合は､必ず 2 つのﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製ﾘﾝｸﾞ (5) (7) の間でｽﾙｰｱｸｽﾙ

にｽﾗｲﾄﾞさせてください｡ 

 

      注 

ｽﾙｰｱｸｽﾙﾚﾊﾞｰ側のｴｯｼﾞｽﾍﾟｰｻｰは取り外さないでください｡ 
 
15.ｽﾙｰｱｸｽﾙをﾌﾚｰﾑに取り付ける 

16.ﾏｰｷﾝｸﾞがﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄの内側に合っていることを確認します｡ 
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ﾏｰｷﾝｸﾞがﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄの内側に合っている場合､ｽﾙｰｱｸｽﾙの位置は OKです｡ 

次のｽﾃｯﾌﾟに進んでください｡ 

合っていない場合､ｽﾙｰｱｸｽﾙの位置が正しくありません｡ 

ｽﾃｯﾌﾟ 12に戻って正しい数のｽﾍﾟｰｻｰを入れてください｡   
 
 

17.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙ (9) を取り付け､ｽﾙｰｱｸｽﾙﾚﾊﾞｰ (8) がﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの方を向くようにします｡ 

必要であれば､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを再度緩め､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの端にあるｿｹｯﾄﾎﾞﾙﾄ(11)を緩めます｡ 

これでｽﾀｯﾄﾞ(10)をｱｸｽﾙから取り外し､回すことができます｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを締め直し､ｽﾙｰｱｸｽﾙﾚﾊﾞｰがﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの方を向いていることを確認します｡ 

ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾚﾊﾞｰが正しい方向に向くまで､これを繰り返します｡ 

 

 

       注 

ｱｸｽﾙから取り外すことができるのは､ｽﾚｯﾄﾞｴﾝﾄﾞのみです｡ｽﾙｰｱｸｽﾙの他の部品は取り外さないでください! 

 

図 6:ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾚﾊﾞー 位置 
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ｿｹｯﾄﾎﾞﾙﾄにﾛｯｷﾝｸﾞｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞを塗布し､4 Nmのﾄﾙｸでﾈｼﾞ端を締め付ける｡ 

 
ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを充電します｡ 

39 ﾍﾟｰｼﾞの｢ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する｣を参照してください｡ 
 

20.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを取り付けます｡ 
 

 
 

5.2 自転車のﾌﾚｰﾑﾀｲﾌﾟ(ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ - ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ)の識別 

 

1.ﾌﾚｰﾑを後ろから､ﾌﾚｰﾑのﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄの高さで見る｡ 

2.ﾌﾞﾚｰｷｷｬﾘﾊﾟｰの取り付け方を確認する: 

•  

•  

 
ﾌﾞﾚｰｷｷｬﾘﾊﾟｰは､ﾌﾚｰﾑの上部を通してﾈｼﾞで取り付けられている:ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ(A) 

ﾌﾞﾚｰｷｷｬﾘﾊﾟｰは､ﾌﾚｰﾑの下側を通してﾈｼﾞで取り付けられている:ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ｡(B)                  

5.3 ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ･ﾌﾚｰﾑに適したﾄﾙｸ･ｻﾎﾟｰﾄの選択と取り付け 

 

まず､自転車がﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ･ﾌﾚｰﾑであることを確認します｡ 

21ﾍﾟｰｼﾞの｢自転車のﾌﾚｰﾑ･ﾀｲﾌﾟ(ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ - ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ)を確認する｣を参照してください｡ 

 
1.ﾌﾞﾚｰｷ･ｷｬﾘﾊﾟｰの組み付け高さを測定し､その距離(h)をﾒﾓします｡ 
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2.ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑが 140 mmまたは 160 mm のﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ用に作られているかどうかを確認します｡ 

お手持ちの自転車の取扱説明書をご確認ください｡ 

 
3.概要表で適合するﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄを選択します｡ 

24 ﾍﾟｰｼﾞの｢ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑのﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄとｽﾍﾟｰｻｰのｵﾌﾟｼｮﾝの概要｣を参照してください｡ 

a) 最初の欄で､ｽﾃｯﾌﾟ 1で測定したﾌﾞﾚｰｷ･ｷｬﾘﾊﾟｰの組立高さを調べます｡ 

b) 140mm ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ｣または｢160mm ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ｣に対応する欄で､ｽﾍﾟｰｻｰに必要なﾐﾘ数が最も少ない適合ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ

を選択します｡例えばｱｯｾﾝﾌﾞﾘｰの高さが 18mm､140ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑの場合､2mmのｽﾍﾟ-ｻ-が必要なため、ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ

00147_XX-Aを選択します｡ 
 

           注 

この手順に従ってもﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄが適合しないことが判明した場合は､より多くのｽﾍﾟｰｻｰを必要とするﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄを使用してください｡ 
例:ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ 00147_XX-A､ｽﾍﾟｰｻｰ 7mm ｡   
必要なｽﾍﾟｰｻｰをﾒﾓしておく(単位は mm)｡ 

高さの距離に 8 mmを加え､使用可能な最も近いねじの長さ(8 mm､12 mm､16 mm)に切り上げて､ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄのﾎﾞﾙﾄに適したねじの

長さを選択します｡ 

例:2mm+8mm=10mm｡四捨五入すると､適正な長さは 12mm になる｡ 

6.必要な部品をすべて集める: 

•  

•  

•  

• ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ 

• ｽﾍﾟｰｻｰ 

• ﾎﾞﾙﾄ 

7.ｽﾍﾟー ｻｰをﾎﾞﾙﾄにｽﾗｲﾄﾞさせます｡ 

8.ﾎﾞﾙﾄのﾈｼﾞ部にﾛｯｷﾝｸﾞｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞを一滴垂らす｡ 

9.ﾎﾞﾙﾄを慎重にﾄﾙｸｻﾎﾟー ﾄにねじ込み､ﾄﾙｸﾚﾝﾁで最低 0.5Nm､最大 0.7Nmまで締め付ける｡ 

 
 

注意 

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸﾎﾞﾙﾄを締め過ぎないでください!0.7Nm 以上のﾄﾙｸで締め付けると､ﾎﾞﾙﾄが破損する恐れがあります｡ 
 
10.Powershift ﾊﾌﾞが完全に組み立てられ､ﾊﾌﾞｼｪﾙに装着されていることを確認します｡ 

11.ﾄﾙｸｻﾎﾟー ﾄをﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞにｽﾗｲﾄﾞさせます｡ 

12.ﾎｲｰﾙをﾌﾚｰﾑに取り付け､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを締める｡ 

13.ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄがﾌﾚｰﾑに接触せず､平締付けﾎﾞﾙﾄときれいに合っていることを確認してください｡ 

•  

•  

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄがﾌﾚｰﾑに接触しなければ､取り付けは成功です｡ 

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄがﾌﾚｰﾑに接触している場合は､ｽﾃｯﾌﾟ 2の手順を繰り返しますが､ 

今度はｽﾍﾟｰｻｰをより多くのﾐﾘﾒｰﾄﾙ必要とするﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄを使用します｡ 

 
  注 

すでに 2回この手順を踏んでいる場合は､ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑを使用していても､ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑの手順を参照してください｡
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5.4 ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ･ﾌﾚｰﾑのﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄとｽﾍﾟｰｻｰのｵﾌﾟｼｮﾝの概要 

 

 140 ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ 160 ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ 

ﾌﾚｰﾑ 

ﾄﾙｸの種類 

→ 

 
00147_XX-A 

 
00147_XX-B 

 
00147_XX-C 

 
00147_XX-D 

 
00148_XX-A 

リアフラットマウントブ

レーキ台座の高さ 

↓ 

 

ｽﾍﾟｰｻｰ (mm) 

15 5 10 - - 10 

16 4 9 - - 9 

17 3 8 - - 8 

18 2 7 - - 7 

19 1 6 - - 6 

20 0 5 10 - 5 

21 - 4 9 - 4 

22 - 3 8 - 3 

23 - 2 7 - 2 

24 - 1 6 - 1 

25 - 0 5 10 0 

26 - - 4 9 - 

27 - - 3 8 - 

28 - - 2 7 - 

29 - - 1 6 - 

30 - - 0 5 - 

31 - - - 4 - 

32 - - - 3 - 

33 - - - 2 - 

34 - - - 1 - 

35 - - - 0 - 
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5.5 ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ･ﾌﾚｰﾑに適したﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄの選択と取り付け 

 

まず､自転車がﾎﾟｽﾄ･ﾏｳﾝﾄ･ﾌﾚｰﾑであることを確認します｡ 

21ﾍﾟｰｼﾞの｢自転車のﾌﾚｰﾑ･ﾀｲﾌﾟ(ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ - ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ)を確認する｣を参照してください｡ 

 
   注 

すでに 2回手順を踏んでいる場合は､ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑを使用していても､ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑの手順を使用してください｡ 
 
1.非駆動側のﾌﾚｰﾑﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄにどれだけのｽﾍﾟｰｽがあるかを確認する｡つまり､このｽﾍﾟｰｽに障害物がないことを確認する｡ 

 

2.測定した距離に応じてﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄを選択します｡ 

 

利用可能距離 ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄの種類 

0mmから 40mmの間に障害物はない(A) 102.423-XX-B 

40mm と 60mmの間には障害物はないが(B)､0mmから 40mm

の間には障害物がある｡ 

102.423-XX-A 

 
 

3.Powershiftﾊﾌﾞが完全に組み立てられ､ﾊﾌﾞｼｪﾙに装着されていることを確認します｡ 

4.ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄをﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞにｽﾗｲﾄﾞさせます｡ 

5.左ﾘｱﾌｫｰｸのﾌﾚｰﾑﾄﾞﾛｯﾌﾟｱｳﾄをﾃﾞｨｸﾞﾘｰｻﾞｰまたはｱﾙｺｰﾙﾃｨｯｼｭで清掃する｡ 

6.ﾎｲｰﾙをﾌﾚｰﾑに取り付けます｡ 

7.ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄが自由に回転できる状態でﾎｲｰﾙが固定されるように､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙをゆっくりと締め付ける｡ 

8.ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄがﾌﾚｰﾑに接触する部分を決める｡ 

9.ﾃｰﾌﾟから裏紙を取り除く｡ 

10.ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄがﾌﾚｰﾑに接触する部分にﾃｰﾌﾟを貼り付ける｡ﾃｰﾌﾟに 30 秒間押し付け､確実に接着させる｡ 

11.ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ②がﾃｰﾌﾟのあるﾌﾚｰﾑ①に接触していることを確認します｡ 
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12.この手順を繰り返してﾀﾞﾌﾞﾙﾁｪｯｸを行い､ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄの長さを正しく選択したことを確認します｡ 

•  

•  

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄが障害物なしにﾌﾚｰﾑに完全に接触していれば､取り付けは問題ありません｡ 

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄがﾌﾚｰﾑに完全に接触していない場合は､正常に取り付けられていません｡ 
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6.保管と輸送 

 

6.1 Classified Powershift ﾊﾌﾞの保管と輸送 

 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞを長期間使用せず､将来のために保管しておきたい場合は､ 

3ヶ月に 1回ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電してください｡ 

 
保管(未使用時)または輸送時の温度は､最低-15 °C､最高 60 °Cです｡ 

 
長時間の輸送後は､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電することをお勧めします｡ 

輸送中の振動は､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを長時間作動させます｡ 
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7.組み立てと設置 

 

7.1 内容品 

 

以下の品目が入っているか確認してください｡ 

同梱されていない場合は､販売店にお問い合わせください｡ 

•  

 

•  

•  

•  

•  

• ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ: 

• ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ(ﾊﾞｯﾃﾘｰ含む) 

• ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙ+ﾌﾚｰﾑ保護ﾃｰﾌﾟ(ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄがﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑの場合) 

• ﾌﾞﾚｰｷ側ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ 

• ﾊﾌﾞｼｪﾙﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 

• ﾌﾞﾚｰｷ･ﾃﾞｨｽｸ･ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 

• ﾊﾌﾞｼｪﾙ(ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾚﾃﾞｨﾎｲｰﾙの一部) 

• ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ+ｾﾝﾀｰﾜｯｼｬｰ 

• ｶｾｯﾄ/ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ+ｽﾍﾟｰｻｰ･ｷｯﾄ 

• ｶｾｯﾄﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 

• ｸｲｯｸｽﾀｰﾄｶﾞｲﾄﾞ 

• USB充電ｹｰﾌﾞﾙ 1.5m 

• ﾄﾙｸｽ T5 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ(ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄ用) 

• 登録ｶｰﾄﾞ 

 
注 

すべての部品に損傷がないことを確認してください｡ 
損傷や異常を確認した場合は販売店にお問い合わせください｡

 

7.2 ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞ付きﾎｲｰﾙの交換 

 

この手順はﾏｳﾝﾃﾝﾊﾞｲｸやｼﾃｨｻｲｸﾙなど､ここで紹介したﾓﾃﾞﾙとは異なるﾀｲﾌﾟの自転車も同様です｡ 

必要な工具 

•  

•  

•  

•  

• ﾄﾙｸﾚﾝﾁ 

• ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ工具 

• ﾁｪｰﾝﾎｲｯﾌﾟ(ｶｾｯﾄも交換する場合のみ) 

• ｽﾌﾟﾛｹｯﾄﾘﾑｰﾊﾞｰ(ﾍﾞﾙﾄｽﾌﾟﾛｹｯﾄも交換する場合のみ) 

 

図 7:ﾎｲｰﾙの交換 
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1.ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞを 1:1のﾚｼｵにｼﾌﾄし､ﾘｱﾃﾞｨﾚｲﾗｰを使ってｶｾｯﾄを最小のｽﾌﾟﾛｹｯﾄにｼﾌﾄします｡ 

2.ｽﾏｰﾄなｽﾙｰｱｸｽﾙを外し､従来のﾎｲｰﾙを外すのと同じように､自転車からﾎｲｰﾙを外す｡ 
a. ﾘｱ･ﾃﾞｨﾚｲﾗｰがｸﾗｯﾁ付きの場合切ります｡ 

b. ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを反時計回りに回します (1)｡ 

c. ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙをﾎｲｰﾙから引き抜きます (2)｡ 

d. ﾘｱ･ﾃﾞｨﾚｲﾗｰを後方に押し､慎重にﾎｲｰﾙを自転車から取り外します(3)｡ 

3.ｶｾｯﾄまたはﾍﾞﾙﾄ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄも交換が必要な場合は､次のｽﾃｯﾌﾟに進みます｡ 

ｶｾｯﾄまたはﾍﾞﾙﾄ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄを交換する必要がない場合は､ｽﾃｯﾌﾟ 6 に進みます｡ 

4..ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ工具を使用して､ｶｾｯﾄまたはﾍﾞﾙﾄ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄのﾛｯｸﾘﾝｸﾞ (5) を緩めます｡ 

1:1の比率にｼﾌﾄされていない場合は､ﾁｪｰﾝﾎｲｯﾌﾟでｶｾｯﾄを保持するか､ｽﾄﾗｯﾌﾟﾚﾝﾁでﾍﾞﾙﾄｽﾌﾟﾛｹｯﾄを保持する必要がありま

す｡ 

5.ｶｾｯﾄ(4)またはﾍﾞﾙﾄｽﾌﾟﾛｹｯﾄをﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞから取り外します｡ 

6.ﾌﾞﾚｰｷ･ﾃﾞｨｽｸの側面にあるｴﾝﾄﾞ･ｷｬｯﾌﾟ (6) を取り外します｡ 

7.ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ工具を使用してﾊﾌﾞｼｪﾙ･ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ (7) を緩めます｡ 

8.ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ(8)をﾊﾌﾞｼｪﾙから引き抜きます｡ 

9.ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾌﾞｼｪﾙを装着した新しいﾎｲｰﾙを入手する｡ 

10.Powershift ﾊﾌﾞをﾊﾌﾞｼｪﾙにｾｯﾄし､取り外しと逆の手順で取り付けを完了します｡ 

以下の締め付けﾄﾙｸで締め付けてください: 

 
 

 

ｶｾｯﾄ/ﾍﾞﾙﾄ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ･ﾛｯｸﾘﾝｸﾞの締め付けﾄﾙｸ:最小 30 Nm､最大 40 Nm｡ 

ｶｾｯﾄまたはﾍﾞﾙﾄ･ｽﾌﾟﾛｹｯﾄも交換した場合のみ､この作業が必要です｡ 

ﾊﾌﾞｼｪﾙﾛｯｸﾘﾝｸﾞの締め付けﾄﾙｸ:最小 30Nm､最大 40Nm｡ 

 
 

注 

ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑに Powershiftﾊﾌﾞを最初に取り付ける際､保護ﾃｰﾌﾟをﾌﾚｰﾑに貼り付ける必要があります｡ 
11.ﾃﾞｨｽｸﾌﾞﾚｰｷ側のｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟを再度取り付けます｡ 

12.慎重にﾎｲｰﾙを自転車に取り付ける｡ 

13.ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙを取り付け､ｽﾙｰｱｸｽﾙﾚﾊﾞｰがﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの方を向くようにします｡ 

必要であれば､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを再度緩め､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの端にあるｿｹｯﾄﾎﾞﾙﾄ(9)を緩めます｡ 

これでｽﾀｯﾄﾞ(10)をｱｸｽﾙから取り外し､回すことができます｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを締め直し､ｽﾙｰｱｸｽﾙﾚﾊﾞｰがﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの方を向いていることを確認します｡ 

ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾚﾊﾞｰが正しい方向を向くまで､これを繰り返します｡ 
 
 

       注 

ｱｸｽﾙから取り外すことができるのは､ｽﾚｯﾄﾞ･ｴﾝﾄﾞのみです｡ｽﾙｰｱｸｽﾙの他の部品は取り外してはいけません! 

 

図 8:ｽﾙｰｱｸｽﾙﾚﾊﾞｰの位置調整 
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図 9:ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙ･ﾚﾊﾞｰをﾊﾝﾄﾞﾙ･ﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄ側に配置した状態 
 

14.ｿｹｯﾄﾎﾞﾙﾄにﾛｯｷﾝｸﾞｺﾝﾊﾟｳﾝﾄﾞを塗布し､4 Nmのﾄﾙｸでﾈｼﾞ端を締め付ける｡ 

15.ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙを取り付ける｡ 

16.ETS のみ:ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄをﾌﾚｰﾑに当てる｡ 

 

7.3 Bluetooth ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ(ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄ) 

 

納品時､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄは Bluetoothでｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙと正しくﾍﾟｱﾘﾝｸﾞされています｡ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞが解除された場合､またはｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞを追加購入し､同じﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄを使用して操作したい場合は､新たに Bluetooth接続を作成する必要があります｡   
 

       注 

Bluetoothﾍﾟｱﾘﾝｸﾞは､ｸﾗｼﾌｧｲﾄ゙ ･ｱﾌﾟﾘをｲﾝｽﾄｰﾙしたｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾀﾌﾞﾚｯﾄなどの電子機器でも使用します｡また､ANT+を使用してｻｲ
ｸﾘﾝｸﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰなどにﾘﾝｸし､ｷﾞｱ表示をすることも可能です｡

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 10:ﾌﾞﾙｰ

® 
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1.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを取り外す｡ 
2.ﾊﾞﾖﾈｯﾄﾛｯｸ(3)を反時計回りに回し､ﾘﾘｰｽｻｲﾝを過ぎると､ﾛｯｸは自動的に解除されます｡  

3.標準的な針先工具(ﾄﾙｸｽ T5 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰなど)を使用して､LED(4)が点滅し始めるまで､ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾎﾞﾀﾝ(5)を少なくとも 5秒間押し

続けます｡ 

4.LED(1)が点滅し始めるまで､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾎﾞﾀﾝ(2)を 5 秒以上押し続けます｡ 

両方の LEDが同時に点灯、Bluetooth接続が確立されます｡ 

5.ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞをｼﾌﾀｰまたはｻﾃﾗｲﾄﾎﾞﾀﾝでｼﾌﾄして接続を確認します｡ 

変速時にﾊﾝﾄﾞﾙﾕﾆｯﾄの LEDとｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの LEDの両方が短時間点灯します｡ 
 

7.4 Bluetoothﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ(ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ) 
 
納品時､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄは Bluetoothでｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙと正しくﾍﾟｱﾘﾝｸﾞされています｡ 

ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞが解除された場合､またはｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞを追加購入し､同じﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄを使用して操作したい場合は､新たに

Bluetooth接続する必要があります｡｡  

 
       注 

Bluetoothﾍﾟｱﾘﾝｸﾞは､ｸﾗｼﾌｧｲﾄ゙ｱﾌﾟﾘをｲﾝｽﾄｰﾙしたｽﾏｰﾄﾌｫﾝやﾀﾌﾞﾚｯﾄなどの電子機器への接続も行います｡また､ANT+を使ってｻｲｸﾘﾝ
ｸﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰなどにﾘﾝｸし､ｷﾞｱ表示することも可能です｡ 
 
 

図11:ﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ

1.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを取り外す｡ 

2.ﾛｯｸ(1)を反時計回りに回し､解除ｻｲﾝを過ぎると､ﾊﾞﾖﾈｯﾄﾛｯｸは自動的に解除されます｡ 

3.標準的な針先工具(ﾄﾙｸｽ T5 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰなど)を使用し､ｽﾏｰﾄｽﾙｰのﾎﾞﾀﾝ(2)を押し続けます｡ 

4.LED(5)が点滅し始めるまで､少なくとも 5秒間押し続けてください｡ 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾕﾆｯﾄ(4)を押し上げ､5秒以上保持した後､離します｡ 

LED(3)が緑色に 5秒間点滅します｡ 

5.前のｽﾃｯﾌﾟでﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを離してから 5秒以内に､ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを押し下げ､1秒間保持した後､離します｡ 

LED が最大 60 秒間緑色に点滅している場合､ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ中です｡ 

LED が点滅していない場合､ﾃﾞﾊﾞｲｽはﾍﾟｱﾘﾝｸﾞされていません｡その場合は､ｽﾃｯﾌﾟ 3からやり直してください｡ 

•  

•  

 
60 秒以内に LED が 1.5秒間少しゆっくり点滅すれば､ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞは成功です!60 秒経過後､LED が 1.5秒間赤く点滅した場合は､ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ

に失敗しています｡ 

6.ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄを使用してｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞをｼﾌﾄさせ､ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞを確認します｡ 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄの LED とｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙの LED の両方が､変速時に短時間点灯します｡ 
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8.初期使用 

 

8.1 ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの初期使用法 

 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞを使用する前に､以下を確認することをお勧めします: 

 

図 12:ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾎﾞﾀﾝと LED 
 
1.ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを確認します｡ﾎﾞﾀﾝ(2)を 2秒以上押し続け､ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認します｡ 

LED(1)が赤く点滅､点滅しない場合は､ﾊﾞｯﾃﾘｰを交換する必要があります｡37 ﾍﾟｰｼﾞの｢ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを交

換する｣を参照してください｡ 

2.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電します｡39ﾍﾟｰｼﾞの｢ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する｣を参照してください｡ 

3.一度ｼﾌﾄしてから 3秒間待つことで､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄをｳｪｲｸｱｯﾌﾟさせます｡ 

振動を感知してｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰｱｸｽﾙは､自動的に起動します｡ 
 

8.2 ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの初期使用 

 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞを使用する前に､以下を確認することをお勧めします: 

 

図 13:ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄ 
 
1.ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを確認します (2)｡ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを一方向に押し､2秒以内に保持し､次にﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞ

ﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄをもう一方向に押し､2秒以内に保持します｡ 

LED(1)が赤く点滅､点滅しない場合は､ﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する必要があります｡38 ﾍﾟｰｼﾞの｢ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電

する｣を参照してください｡ 

2.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電します｡39ﾍﾟｰｼﾞの｢ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する｣を参照してください｡ 
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3.ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを一度ｼﾌﾄしてから 3秒間待つことによって起動します｡ 

振動に敏感なｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙは､自転車が動くと自動的に起動します｡ 
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9.Classified 対応ｼﾌﾀｰでの操作 

 

9.1 操作 

 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ対応ｼﾌﾀｰまたはｻﾃﾗｲﾄﾎﾞﾀﾝについては､自転車ﾒｰｶｰの取扱説明書またはﾕｰｻﾞｰﾏﾆｭｱﾙをご参照ください｡ 
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10.ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

 

10.1 ﾒﾝﾃﾅﾝｽ･ｽｹｼﾞｭｰﾙ 

 

        注 

表示頻度は､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞの使用状況や走行条件によって異なります｡ 

 

ｱｸｼｮﾝ 頻度 実行 

検査  乗車前 を参照してください｡ 

35ﾍﾟｰｼﾞのﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 

ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 乗車後 ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞのｸﾘｰﾆﾝｸﾞをご参照ください｡ 

40ﾍﾟｰｼﾞのﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 

潤滑 (*) 乗車後 1.ﾁｪｰﾝをﾃﾞｨｸﾞﾘｰｻﾞー で洗浄する｡ 

2.乾いた布でﾁｪｰﾝを拭く｡ 

3.ﾁｪｰﾝに注油する｡ 

 

       注 

(*) ﾍﾞﾙﾄ駆動の自転車には注油の必要はありません! 

 

10.2 ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞの点検 

 

自転車に乗る前に､毎回このﾁｪｯｸを行ってください! 

 

 
警告 

何かお気づきの点がありましたら､販売店までご連絡ください｡ 
1.ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認してください｡ 

2. 35 ﾍﾟｰｼﾞの｢ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認する｣を参照してください｡ 

 

10.3 必要な工具 

 

•  

•  

•  

•  

•  

 

ﾛｯｸﾘﾝｸﾞ工具 

ﾄﾙｸｽ T5 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ 

ﾄﾙｸﾚﾝﾁ 

ﾁｪｰﾝﾎｲｯﾌﾟまたはｽﾌﾟﾛｹｯﾄﾘﾑｰﾊﾞｰ 

10.4 ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰ状態を確認する 

ﾊﾝﾄ゙ﾙﾊﾞー ﾕﾆｯﾄとｽﾏｰﾄｽﾙｰ･ｱｸｽﾙには LED が装備されています｡ 

LEDの色はﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を示します｡LED の色は変速中に確認することができます｡ 

ただし､安全のため以下の手順を実行することをお勧めします｡ 

 

 

35 



 
 

 

図 14:ﾎﾞﾀﾝと LED 
 

1.以下のいずれかの操作を行います 

• 1

. 

•  

 

・ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾎﾞﾀﾝ (1) を 2秒以内に押し続けます｡ 

・ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ (2) を上下に短く押します｡ 

・ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾎﾞﾀﾝ(3)を 2秒以内に押し続けます。 

 

2.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの LED (4)の色を確認します。

 
ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの LEDの色 ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰ状態 

ｸﾞﾘｰﾝ ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態は OKです｡ 

赤点滅 ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電してください｡ 

 

10.5 ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰ状態を確認する 

 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄには LEDが装備されています｡LED の色はﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を示します｡LEDの色は変速中に確認する

ことができます｡ただし､安全のため､以下の手順を実行することをお勧めします｡ 

 

図 15:ﾎﾞﾀﾝと LED 
 
1.以下の手順を行います｡ 

2.ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾎﾞﾀﾝ(1)を 2秒以内に押し続けます｡ 

3.ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの LED (2)の色を確認します｡ 
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ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの LEDｶﾗｰ ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰ状態 

緑､毎秒 2 ﾊﾟﾙｽで 3秒間点滅 ﾊﾞｯﾃﾘｰは 30%以上充電されています｡ 

赤､毎秒 2 ﾊﾟﾙｽで 3 秒間点滅 ﾊﾞｯﾃﾘｰ残量が 20%以上 30%未満 

ﾁｬｰｼﾞしてください｡ 

赤､毎秒 5 ﾊﾟﾙｽで 3秒間点滅 ﾊﾞｯﾃﾘｰの残量が 10%以上 20%未満である｡ 

ﾁｬｰｼﾞしてください｡ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを交換します｡ 

37ﾍﾟｰｼﾞの｢ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを交換する｣を

参照してください｡ 

 

10.6 ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰ状態を確認する 

 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄには LEDが装備されています｡LED の色はﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を示します｡LEDの色は変速中でも確認できます｡ 

ただし､安全のため､ ､以下の手順を実行することをお勧めします｡ 

 

1.ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ(2)をごく短時間(0.3秒以内)上下に押します｡ 

2.LED (1) の色を確認してください: 

 

LEDｶﾗｰ ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態 

緑､0.2秒間 ﾊﾞｯﾃﾘｰは 25%以上充電されています｡ 

赤､0.2秒間 ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電が 15%から 25%の間です｡ 

赤､1.5秒間点滅 ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電が 15%未満です｡ 

色なし ﾊﾞｯﾃﾘｰ残量はｾﾞﾛです｡ 

 

10.7 ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを交換する 

 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰからﾃｰﾌﾟを取り外すことなく､ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾎﾞﾀﾝ電池を交換できます｡ 
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図 16:ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙ･ﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを交換する 
 

1.ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾄﾙｸｽ T5 ﾈｼﾞを緩めます｡ 

2 ﾏｲﾅｽﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使用して､ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄからﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄをこじります｡ 

必要に応じて､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰのﾎﾙﾀﾞｰの端を軽く絞ると､ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの取り外しが容易になります｡ 

3.ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰからﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを完全に取り外し､ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのｺﾈｸﾀｰを外します｡ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄを回

します｡ 

4.ﾄﾙｸｽ T5 ﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを使ってﾊｳｼﾞﾝｸﾞを外します｡ 

5.ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾙﾀﾞｰをｽﾗｲﾄﾞさせてﾊｳｼﾞﾝｸﾞから外します｡ 

6電子機器をﾎﾙﾀﾞｰに固定しながら､CR1632ﾎﾞﾀﾝ電池を取り外します｡ 

7.新しい CR1632ﾎﾞﾀﾝ電池を取り付けます｡ 

8.ﾊﾞｯﾃﾘｰを正しくｾｯﾄします｡電池の+-方向を正しく入れてください｡ 

9.取り外した逆の順序で､すべての部品を再度取り付けます｡以下の点に特に注意してください: 

•  

•  

ﾊﾞｯﾃﾘｰﾎﾙﾀﾞｰとﾊｳｼﾞﾝｸﾞの間のｺﾞﾑ製ｼｰﾙが溝に正しく取り付けられていることを確認します｡ｺﾈｸﾀｰをﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄに対

して完全に上向きに取り付けます｡ 

取り付けを続ける前に､ｼﾌﾄｱｯﾌﾟ時とｼﾌﾄﾀﾞｳﾝ時の両方で LED が点滅することを確認してください｡ 
 

注 

ﾊﾞｯﾃﾘｰを一般廃棄物に捨てないでください｡ 
放電したﾊﾞｯﾃﾘｰは､認可された回収場所に持ち込んでください｡ 

 

10.8 ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する 

 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄは内蔵ﾊﾞｯﾃﾘｰを使用しています｡ 
 

 
       注 

充電中､ﾌﾗｯﾄﾊﾞー ･ﾊﾝﾄ゙ﾙﾊﾞー ･ﾕﾆｯﾄは水気を避けてください｡
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図 17:ﾌﾗｯﾄﾊﾝﾄﾞﾙ･ﾊﾞｰ･ﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰの充電 
 
1.ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ(3)の開口部(1)にｺﾈｸﾀｰを差し込みます｡ 

2.USB充電器を主電源に接続します｡ 

充電中は LED (2)が緑色に点滅します｡ﾊﾞｯﾃﾘｰが完全に充電されると､LED は緑色のまま安定します｡ 
 

警告 

 
IEC/UL 60950-1または IEC/UL 62368-1規格に準拠した USB 充電器のみを使用してください｡   
 

3.ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄからﾎﾟｺﾞ･ｺﾈｸﾀｰを外す 

4.USB充電器を電源から外す｡ 
 

10.9 ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する 

ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰは交換できませんが､充電は可能です｡完全に充電されたﾊﾞｯﾃﾘｰは､使用状況にもよりますが､3 ヶ月から 6ヶ月

使用できます｡乗れば乗るほど､ｼﾌﾄすればするほど､ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電は早く必要になります｡ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞが長時間の輸送中に振

動にさらされると､ﾊﾞｯﾃﾘｰはより早く放電します｡ 

充電時間は室温で約 4 時間です｡ 

 
注意 

走行中にｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電しないでください｡ｽﾏｰﾄｽﾙｰ･ｱｸｽﾙの防塵･防水性がなくなります｡ 
 

       注 

充電中､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙは水気を避け､ﾕﾆｯﾄは湿気の無い場所で充電してください｡ 

 

図 18:ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰの充電 
 
1.ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを取り外す｡ 

2.(A)防水ｶﾊﾞｰを反時計回りに回し､ﾘﾘｰｽｻｲﾝを過ぎるまで回します｡ 
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3.(B)ｽﾙｰｱｸｽﾙﾚﾊﾞｰから防水ｶﾊﾞｰ ①を取り外します 

4.(C)USBｹｰﾌﾞﾙ②を接続します｡ 

付属の USBｹｰﾌﾞﾙのみを使用してください｡ 

5.ｹｰﾌﾞﾙのもう一方の端を 5V USB充電器に接続します｡ 

充電中は LED ③ が緑色に点滅し､ﾊﾞｯﾃﾘｰが完全に充電されると緑色のまま安定します｡ 

6.ﾊﾞｯﾃﾘｰを完全に充電した後､ｹｰﾌﾞﾙを取り外し､防水ｶﾊﾞｰを正しく取り付けます｡ 

 
警告 

 
防水ｶﾊﾞｰを正しく取り付けしないと､湿気やほこりによってｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙが故障する可能性があります｡ 
 

10.10 ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄ･ﾊﾌﾞのｸﾘｰﾆﾝｸﾞ 

 

ﾀﾜｼ､研磨剤入りｸﾘｰﾅｰ､刺激の強い溶液(ｼﾝﾅｰなど)､ｱﾙｶﾘ性または酸性の溶剤(錆落としなど)は使用しないでください｡ 

定期的なｸﾘｰﾆﾝｸﾞは､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞの寿命を延ばします! 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞを､ﾏｲﾙﾄﾞな石鹸液とｼｬﾜｰを使って洗浄してください｡ 

 
注意 

圧力洗浄機や蒸気洗浄機は使用しないでください! 

 

10.11 ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 
問題 原因 解決方法 

ｼﾌﾄｺﾏﾝﾄﾞの後､ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの

LED が点滅しない｡ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰ切れ｡ ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認してください｡35 ﾍﾟｰｼﾞの｢ｽ

ﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認する｣を参照して

ください｡必要に応じて 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞー ･ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞー ﾕﾆｯﾄ 

のﾊﾞｯﾃﾘｰの交換を参照してください｡ 

ﾍﾟｰｼﾞのﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 

ｼﾌﾄｺﾏﾝﾄﾞの後､ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの

LED が赤く点滅する｡ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰが切れ｡ ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを交換する 

-37 ﾍﾟｰｼﾞの ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃ

ﾘｰの交換をご参照ください｡ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰの LED 

ｼﾌﾄｱｯﾌﾟ時のみ点滅し､ｼﾌﾄﾀﾞｳﾝ時は点滅しない｡ 

ｼﾌﾀｰのｺﾈｸﾀｰまたは 

ｻﾃﾗｲﾄﾎﾞﾀﾝがﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄに正しく

取り付けられていません｡ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを取り外す 

をﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰから外し､ｺﾈｸﾀｰが停止位置までﾄﾞ

ﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄに取り付けられているこ

とを確認します｡ 
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ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 
問題 原因 解決方法 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの LED が変速指令

後に点滅しない｡ 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰがﾊﾟﾝｸし

ている｡ 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認してください｡ 

35 ﾍﾟｰｼﾞのｽﾙｰｱｸｽﾙのﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕ

ﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電します - 38 ﾍﾟｰｼﾞ“ﾌﾗｯﾄ

ﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する“を参

照してください｡ 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの LED が､変速ｺﾏﾝ

ﾄﾞの後に赤く点滅する｡ 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰがﾊﾟﾝｸし

ている｡ 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電する 

-38 ﾍﾟｰｼﾞ“ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄのﾊﾞｯﾃﾘｰ

を充電する”参照してください｡ 

 

ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 

問題 原因 解決方法 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの LEDが変速指令後に点滅し

ない｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰ残量がない｡ ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電してください - 

39ﾍﾟー ｼﾞの｢ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電

する｣を参照してください｡ 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄとｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙは Bluetooth

でﾍﾟｱﾘﾝｸﾞされていません｡ 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄとｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙを Bluetooth

でﾍﾟｱﾘﾝｸﾞします - 30 ﾍﾟｰｼﾞの Bluetooth ﾍﾟｱﾘﾝ

ｸﾞ(ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ)を参照してくださ

い｡ 

変速指令後､ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの LEDが赤く点滅

する｡ 

ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰ残量が極めて少な

い｡ 

ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電してください - 

39ﾍﾟー ｼﾞの｢ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰｱｸｽﾙのﾊﾞｯﾃﾘｰを充電す

る｣を参照してください｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰ･ｱｸｽﾙの LED 

が､ｼﾌﾃｨﾝｸﾞ後､緑色に点灯する｡ 

ﾜｲﾔﾚｽにｴﾗｰがある 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙのｴﾈﾙｷﾞｰ伝達｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの緑色 LED が消えるまでｽﾙｰｱｸ

ｽﾙを自転車から取り外す｡その後､再度ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱ

ｸｽﾙを取り付けます｡ 

重要:ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙの取り付け中や取り外し中

は､絶対に変速しないでください｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙにﾊﾞﾖﾈｯﾄ･ﾛｯｸが取り付けられ

なくなった｡ 

 ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂはｳｪﾌﾞｻｲﾄを通じて入手できる｡

Classified-cycling.ccを参照してください｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙにﾊﾞﾖﾈｯﾄﾛｯｸを装着せずに自

転車を使用することは禁止されています｡ 
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ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞのﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 

 
問題 原因 解決方法 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞｶﾞﾀつく ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙが十分に締め付けられていな

い｡ 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙをきつく締めこむ(約 10NM)｡ 

ﾊﾌﾞｼｪﾙﾛｯｸﾘﾝｸﾞの締め付け不十分 ﾊﾌﾞｼｪﾙﾛｯｸﾘﾝｸﾞが 35 Nm で締め付けられて

いることを確認します｡ 

いずれかのｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟやｽﾍﾟｰｻｰが正しく取り

付けられていない｡ 
 

両方のｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟが(ﾌﾞﾚｰｷ側 

とｶｾｯﾄ側)がｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞに取り付けら

れている｡ 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞのﾍﾞｱﾘﾝｸﾞに遊びがある｡ ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞｻｲｸﾘﾝｸﾞまたはｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ登録販売

店にお問い合わせください｡ 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 

ﾍﾟﾀﾞﾙが止まっている状態で走行すると､回転し

ない｡ 

ﾊﾌﾞｼｪﾙのﾛｯｸﾘﾝｸﾞが取り付けられていない､ 

または正しく取り付けられていない｡ 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞをﾎｲｰﾙから取り外し､ﾊ

ﾌﾞｼｪﾙ･ﾛｯｸﾘﾝｸﾞが正しく取り付けられていること

を確認します｡ 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞから異音がする｡  ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞｻｲｸﾘﾝｸﾞまたはｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ登録販売

店にお問い合わせください｡ 

 

ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞｶｾｯﾄ 

 

問題 原因 解決方法 

ｶｾｯﾄに遊びがある､またはｶｾｯﾄがぐらつく｡ ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製のｾﾝﾀｰﾜｯｼｬｰがｶｾｯﾄに取り付けら

れていない｡ 

ｶｾｯﾄを取り外し､ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ製のｾﾝ ﾀｰﾜｯｼｬｰが

ｶｾｯﾄに取り付けられて いることを確認します(最

小のｶｾｯﾄｽﾌﾟﾛｹｯ ﾄの内側にある黒いﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

ﾜｯｼｬｰ)｡以前にｶｾｯﾄを交換したことがある場合

は､ｶｾｯ ﾄのｾﾝﾀｰﾜｯｼｬｰが 1 枚だけ取り付けら

れていることも 確認してください｡ 

ｶｾｯﾄﾛｯｸﾘﾝｸﾞの締め付けが不十分｡ ｶｾｯﾄﾛｯｸﾘﾝｸﾞが 40 Nm で締め付けられてい

ることを確認します｡ 

ｶｾｯﾄがうまく変速しない｡ ﾘｱﾃﾞｨﾚｲﾗｰが正しく調整されていません｡ ﾃﾞｨﾚｲﾗｰとｶｾｯﾄの調整については､ﾘｱﾃﾞｨﾚｲﾗｰ

の取扱説明書を参照してください｡ｶｾｯﾄｻｲｽﾞを

変更する場合(例:11-34 から 11-27 ｶｾｯﾄ)､ﾃﾞｨﾚｲ

ﾗｰの ＂B ﾈｼﾞ ＂を正しく調整することが重要で

す｡ 

互換性のないﾁｪｰﾝが取り付けられている｡ 対応するﾁｪｰﾝの種類を確認する｡ 
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問題 原因 解決方法 

 ﾁｪｰﾝが摩耗している｡ 対応するﾁｪｰﾝの種類を確認し､新しいﾁｪｰﾝを取

り付けてください｡ 

ｶｾｯﾄが摩耗している｡ ｶｾｯﾄの交換を行ってください｡ 

ﾎｲｰﾙが回らない｡ ｶｾｯﾄ側のｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟは 

がｲﾝｽﾄｰﾙされた｡ 

ｶｾｯﾄ側ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟを取り付けます｡ 

ﾁｪｰﾝがｶｾｯﾄとﾌﾚｰﾑの間に詰まっている｡ ﾎｲｰﾙを取り外し､ﾁｪｰﾝをｶｾｯﾄに巻き付けてから

ﾎｲｰﾙを再び取り付ける｡ 

 

   注 

よくある質問の最新ﾘｽﾄは､classified-cycling.ccを参照してください｡ 

 

 

43 

https://classified-cycling.cc/


 

 

11.ﾘｻｲｸﾙ 

 

11.1 Classified Powershift ﾊﾌﾞのﾘｻｲｸﾙ 

 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰからﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄを取り外し､各部品を分解します: 

•  

•  

•  

•  

• ｽﾏｰﾄ･ｽﾙｰ･ｱｸｽﾙ 

• ﾊﾌﾞｼｪﾙ 

• ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 

• ｶｾｯﾄ 

本製品を一般家庭ごみとして廃棄しないでください! 

現地の法的要求事項を遵守し､不明な点があれば､最寄りの地方自治体にお問い合わせください｡ 

 
ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙには､交換不可能な充電式ﾊﾞｯﾃﾘｰが内蔵されています｡ 

このﾊﾞｯﾃﾘｰは､資格を有する専門家のみが取り外すことができます｡ 

 
ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄには､交換不可能な充電式ﾊﾞｯﾃﾘｰが内蔵されています｡ 

このﾊﾞｯﾃﾘｰの取り外しは､資格のある専門家のみが行うことができます｡ 

 
ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄには､交換不 能な充電式ﾊﾞｯﾃﾘｰが内蔵されています。 

このﾊﾞｯﾃﾘｰを取り外し､放電したﾊﾞｯ ﾃﾘｰのみを正規の回収場所に提出してください｡ 
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12.付録 

 

12.1 保証 

 

   注 

保証は登録された製品に対してのみ有効であり､ｻｰﾋﾞｽに関する提案に従うものとします｡ 
禁止された使用を行った場合､保証は無効となります｡6ﾍﾟｰｼﾞの禁止事項をご参照ください｡ 

ｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄの QR ｺｰﾄﾞを読み取るか､classified-cycling.cc/registrationから登録する｡ 

ｻﾎﾟｰﾄについては､ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞ･ｻｲｸﾘﾝｸﾞ(support@classified-cycling.cc)までお問い合わせください｡ 
 

12.2 EC 宣言 

 

ｸﾗｼﾌｧｲﾄﾞｻｲｸﾘﾝｸﾞは､ｽﾙｰｱｸｽﾙおよびﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄの無線装置が指令 2014/53/EU に適合していることをここに宣言する｡ 

EU適合宣言の全文は以下のｳｪﾌﾞﾍﾟｰｼﾞに記載されている: classified-cycling.cc/service/regulatory 

ｽﾙｰｱｸｽﾙとﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄはともに､2,400~2,480mhz(BLEおよび ANT+)の周波数帯域で動作し､最大信号容量は 1mwです。 
 

12.3 FCC および ISED宣言 

 

適合宣言 

本装置は､FCC 規則のﾊﾟｰﾄ 15 およびｶﾅﾀﾞ産業省の RSS 規格に準拠しています｡ 

運転には以下の 2つの条件がある: 

1.本装置は有害な干渉を引き起こすことはありません｡ 

2.このﾃﾞﾊﾞｲｽは､ﾃﾞﾊﾞｲｽの望ましくない動作を引き起こす干渉を含め､あらゆる干渉を受け入れなければなりません｡ 
 

警告 

規則遵守の責任者が明示的に承認していない変更または修正 

および規格により､本装置を操作するﾕｰｻﾞｰの権限が無効になる場合があります｡これは特に本機に付属のｱﾝﾃﾅに適用されます｡ 
 

RF照射 

このﾎﾟｰﾀﾌﾞﾙ送信機とそのｱﾝﾃﾅは､一般的な RF 暴露に関する FCC および ISED の制限に準拠しています｡ 
 
 
 

 
証明書番号の一覧: 

 

ﾊﾟｰﾄ 数字 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙ • FCC ID: 2A27ACLASSIBV1 
• ic: 27531-classibv1 
• CB M/N: 029_047_00 
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ﾊﾟｰﾄ 数字 

ﾜｲﾔﾚｽﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ - FCC ID: 2A27ACLASSIAV1 
- ic: 27531-classiav1 
- CB M/N: 029_003_01 

ﾜｲﾔﾚｽﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ - FCC ID: 2A27A-SU210 
- IC: 27531-su210 
- CB M/N: SU210 

 

12.4 ICASA ﾗﾍﾞﾙ 

 

12.5 ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ 

 

Classified-cycling.ccを参照のこと｡ 
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ｲﾝﾃﾞｯｸｽ 

 

B 

ﾊﾞｯﾃﾘｰ 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 36 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 37 

充電(ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ) 38 充電(ｽ

ﾙｰｱｸｽﾙ) 39 

交換用(ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ) 37  

ｽﾙｰｱｸｽﾙ 35 

ﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽ 

ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 30  

ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 31 

ﾌﾞﾚｰｷﾃﾞｨｽｸﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 10 

ﾚｰｷ側ｴﾝﾄﾞｷｬｯﾌﾟ 10 

 

B 

ｶｾｯﾄ 10 

ﾌﾟﾚｰ 40 

ｶｾｯﾄﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 10 

CE ﾏｰｷﾝｸﾞ 7 

ｾﾝﾀｰﾜｯｼｬｰ 10 

ﾁｪｯｸ 

乗車前 35 

ﾘｰﾝ 40 

 

C 

廃炉 44 

廃棄 44 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰ式ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰ 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認する 36 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 

Bluetooth ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 30 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認する 36 

初期使用 32 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの交換 37 

ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞー 7 

 

 

E 

EC宣言 45 
ETS 5, 10 

 

F 

FCC 適合宣言 45 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 

Bluetooth ﾍﾟｱﾘﾝｸﾞ 31 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認する 37, 37 

初期使用 32 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの交換 38 

ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞー 7 

ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ 

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄの選択 21 

ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ 21 

ｽﾍﾟｰｻｰ 24 

 

G 

ｷﾞｱ 

ｼﾌﾄしない 40 

 

H 

ﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 10 

有害物質 9 

ﾊﾌ  ゙ 40 

ﾊﾌﾞｼｪﾙ 10 

ｻﾌﾞｼｪﾙﾛｯｸﾘﾝｸﾞ 10 

 

H 
ICASA 46 
含まれるもの 28 

初期使用 

ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 32 

ﾌﾗｯﾄﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙﾊﾞｰﾕﾆｯﾄ 32 

® 
® 

® 
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検査  

乗車前 35 

使用目的 5 

ISED 適合宣言 45 ITS 5, 10 

 

L 

ﾗﾍﾞﾙ 7 

ﾚｲｱｳﾄ 10 
LED 
点滅 40 

潤滑油 9 

 

L 

ﾒﾝﾃﾅﾝｽ 35 

 

M 

名前 10 

 

N 
O.L.D. 5 
ﾊﾟｰｾﾝﾃｰｼﾞ 34 

 

O 

遊び 40 

ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ 

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄの選択 25 

ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ･ﾌﾚｰﾑ 21 

ﾊﾟﾜｰｼﾌﾄﾊﾌﾞ 10 

ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞー 7 

動作原理 14 

使用禁止 6 

 

P 

QR ｺｰﾄﾞ 7 

 

R 

ﾘｻｲｸﾙ 44 

登録 

 

R 

ｾｰﾌﾃｨ 9 

ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ 7 

ｽﾘｰﾌﾟﾓｰﾄﾞ 14 

ｽﾏｰﾄｽﾙｰｱｸｽﾙ 10 

ｽﾍﾟｰｻｰ 

ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄﾌﾚｰﾑ 24 

ｽﾍﾟｱﾊﾟｰﾂ 46 

ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ 10 

ｽﾄﾚｰｼﾞ 27 

使用記号 5 

 

S 

ｽﾙｰｱｸｽﾙ 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの状態を確認する 35 

ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電 39 

選択と準備 16 

ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞー 7 

ﾂｰﾙ 35 

ﾄﾙｸｻﾎﾟｰﾄ 

ｾﾚｸﾃｨﾝｸﾞ(ﾌﾗｯﾄﾏｳﾝﾄ) 21 

25(ﾎﾟｽﾄﾏｳﾝﾄ 

輸送 27 

ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 40 

ﾀｲﾌﾟ指定 7 

 

T 

用途 

意図する 5 

禁止 6 

 

W 

保証 45 
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ホイール 

ﾎｲｰﾙの交換 28 

 ホイールが回らない 40 

ｼﾌﾄしない 40 

 

49 



 

 

 





 


